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「川Narra」よびかけ 2023/04/16 
https://kawanarra.anyart.jp 

 
 
今現在をどう見るのか？ 
 3 年前新型コロナウイルスによるパンデミックが世界中に広がり、人々の生活と社会
が激変しました。ヒトの交流や結びつきが弱まり、出口の見えない長い閉塞感に社会は
委縮し、皆の多様な活動の活力が非常に衰退しました。今、アフターコロナに向けて、
未来に対する希望や切り拓く気力を、それぞれの地域から取り戻すことが求められてい
ます。 
 では、どこに立脚してそれを展望するのか。私たちはその一つとして＜川Narra＞構
想を提示します。 
 
なぜ川なのか？ 
 古来より人々は川（自然）と共に暮らし、時に大きな災いを被る一方、水運や灌漑に
より地域経済は大きな恵みを享受し、社会地域基盤を構築してきました。中でも「大和
川」は河内柏原という地域の歴史、文化、産業を語る時、不可欠な存在です。 
「川」を通して新たな文化（アート・デザイン）、産業との出会いにより地域の価値
を見直すことで、地域のアイデンティティを深め、未来へと語り継いでいく新たな物語
（narrative）づくりが「川物語」の構想です。 
 
物語 Narraとは、何をするのか？ 
川の機能「交流とつながり」に目を向け、ローカルな地域の原点に回帰し、地域の歴
史特性を踏まえ「時の川」の船着き場＝柏原から、「未来に対して私たちが届けるべき
モノは何か」を多面的な角度から考え、色々なアイディアを元に地域を再創生する＜川
Narra 柏原＞づくりからはじめたいと思います。 
 そのためのキックオフとして第 1回川Narra タウンミーティングを開催します。柏
原という地域に限定せず多彩な地域・分野の皆さんも含め、ぜひご参加ください。 
 
日時：2023 年 4月 22 日（土曜）開会午後 1時半、終了４時半 
会場：柏原市民プラザ（アゼリア 6階）JR柏原駅西口直結 
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よびかけ人：このよびかけに賛同するする人を募集中 
（参加申込みのエントリーシート入力時に連絡ください） 
 
（2023/4/10 現在） 
中島敦貴（コミュニティデザイン） 
萩原浩司（河内木綿、茶吉庵、コミュニティ空間） 
松見博章（まちづくり、商店街） 
島野友子（まちづくり、子ども育成） 
木塚あゆみ（まちづくり、子ども・若者育成、Anyアート） 
樋口尚（まちづくり、公共空間、Anyアート） 
木津美幸 (歴史文化、子どものふるさとづくり) 
浜本隆司 (アート、音楽、信仰) 
松田真魚(Anyアート) 
もっさんみいこ（キッズアートコーディネート、絵本、子ども） 
濱﨑久枝（環境、若者サポート） 
大村吉昭（情報発信） 
松田吾郎(笑顔、夏まつり、災害医療) 
西村優子(環境教育、場づくり、心の豊かさ) 
浜爺（河内古代史、大丈夫PJ、まちづくり事業） 
山下達也（賑わい、かしわらグルメ、まちおこし） 

 
 桐山知兼（写真、地域興し・まちづくり・子ども育成、公共空間） 
 平井 亙（こどもとデザイン） 
 松川哲也（デザイン・アート・まちづくり） 
 浅野幸治（地域・アート・デザイン） 
 
参加申込み：右のQRコード「エントリーシート」でお願いします 

 
または川Narra のサイトから：https://kawanarra.anyart.jp/pg292.html#pj01_C 
川 Narra サイト：https://kawanarra.anyart.jp 
連絡先；MAP（Mirai Art Platform）miraiartplatform@gmail.com  
 
お願い：呼びかけ人を含め参加者全員に 500 円の参加費をお願いします 
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 (参考)川 Narra 柏原 2023.1 
＜基本構想＞ 
■主旨 

柏原の⼈々は古来より川(⾃然)と共に暮らしてきた。時に川は、⼈々に⼤きな災いを
もたらしたが、⼀⽅で⽔運を利⽤して地域経済を活性化させ、また元の川筋を利⽤した
⽊綿栽培により⼈々に⼤きな恵みを与えてくれた。 

しかし 現代社会では、物も情報もデジタルという⾒えない川を流れ、スピーディー
で効率的だが、その陰で「豊かさ」「優しさ」が、失われつつあるように思う。 
 

⼀⽅、世界に⽬を向けると、新型コロナウイルスの世界的な感染拡⼤、ロシアによる
ウクライナ侵攻、そして地球温暖化による異常気象と、⼈と⼈、国と国、⼈と⾃然の距
離が広がり⼤きな分断を⽣み、未来に暗い影を落としています。   

私たちは、今何に翻弄されているのだろう? デジタル、ウイルス、気候、同調圧⼒・・・ 
⾒えないモノに怯え、「本当に⼤切なもの」を⾒失っているのではないでろうか? 

災い(リスク)も受け⼊れながら、⾃らの⼿でより良い社会を作ろうとした先⼈に習い、
柏原（＊）にとって切っても切れない「川」、ローカルな地域の原点に回帰し、その地
域歴史特性を踏まえ、過去から未来につながる「時の川」の船着場(結節点)として、柏
原の歴史・⽂化、そして⼈々の想いを今に届けると同時に、「未来に対して私たちが届
けるべきモノは何か」を皆さんと共に考える新たな物語(narrative)づくりとして≪川
Narra 柏原≫構想を提案します。 
 
（＊）⼤阪平野の歴史的シンボル事業の結節点＝柏原・KASHIWARA 
・⼤和川付け替えに伴う新たな地域開発と⽊綿産業やぶどうワイン事業など地域産業開
発 
・⼤和川流域の洪⽔、⻲の瀬の地すべりなど、災害復興事業の地域パワー集結集積拠点 
 
■⽬的 
アートを媒体にして、社会（⼈）を繋ぎ、未来に向けてまちをリ・デザインする 
1. 先の⾒えない不安な時代に、本当に⼤切なモノ・コトに気づくきっかけをつくる。

→現代社会の実存的な意義・役割  
2. 歴史を紐解きながら、柏原市⺠のアイデンティティとなるような “新たな価値” を創
造する。→地域の包有する資源の発掘・共有・共感  
3. 多様な⽂化的な表現活動に関わることで、⾃由や⾃分らしさを取り戻し、町に賑わ
いを起こし、社会を元気にする。→参加への⾏動を通じた実感・参加者の増殖 
4.  SNS を積極的に活⽤し、市の内外に情報を発信すると同時に、協⼒する仲間を集め
る。プロジェクトを通して、⾃⽴分散型の組織運営のあり⽅を模索・実践する。 
→SNS を核にした情報発信の機能強化、連携による組織の有機的増殖と基盤強化 
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■ Web サイト  

https://kawanarra.anyart.jp  
HOME、Concept、Projects、About Us、Formation 

古来より⼈々は、川（⾃然）と共に暮らし、時には⼤きな災いの⼀⽅で、⽔運や灌漑に
より地域経済に⼤きな恵みを享受し、その後の社会地域基盤を構築してきました。地域
の原点に回帰し、「時の川」 の船着場＝柏原から「川」に⽬を向けて⾊々なアイデア
を元に地域を創⽣する＜川 Narra 柏原＞づくりを進めていきましょう。 
 
■ Facebook  
Page ページ 
https://www.facebook.com/kawanarra.kashiwara/ 
 
Group グループ 
https://www.facebook.com/groups/kawanarra.kashiwara/ 
 
■ Instagram 

https://www.instagram.com/kawanarra.kashiwara 
 

■ Mail：MAP（Mirai Art Platform） 
miraiartplatform@gmail.com 

 
■＜ハッシュタグ> 
#川 Narra #川 Narra 柏原 
#シン柏原船 
#あなたは未来に何を届けますか 
#アートなまち  
#かしわら芸術祭 
#MAP（Mirai Art Platform） 
#anyart  
#Com＊Lab 
#こむらぼ 
#workshop ⽂化 
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